
法

華
経
に
お
け
る
妙
法
（
s
a
d
d
h
a
r
m
a
）
の

概
念
作
用
（
c
o
n
c
e
p
t
i
o
n
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
図
式
的
解
明

の

構
造
機
能
分
析

伊

藤

瑞

叡

　
哲
学
に
お
い
て
哲
学
の
記
号
化
は
、
分
析
哲
学
で
試
み
ら
れ
て
い
る
．
、
ま
た

形
相
化
と
し
て
の
図
表
化
は
、
西
洋
で
は
論
理
実
証
主
義
哲
学
の
ラ
ッ
セ
ル

『
西

洋
の
知
恵
　
図
説
哲
学
思
想
史
』
（
一
九
五
九
　
東
宮
隆
訳
　
昭
4
3
、
社

会
思
想
社
）
や
リ
ュ
ー
ン
ズ
『
肖
像
入
り
哲
学
史
』
（
一
九
五
九
）
に
よ
っ
て

試
み

ら
れ
て
い
る
。

　
わ

が
国
で
は
西
田
幾
多
郎
『
哲
学
の
根
本
問
題
』
正
±
＄
　
（
1
九
五
九
－
－
四
、

岩
波
書
店
）
中
の
図
式
的
説
明
が
先
鞭
を
つ
け
、
そ
れ
は
九
鬼
周
造
『
西
洋
近

世
哲
学
史
稿
』
上
下
　
（
1
九
四
八
、
岩
波
書
店
）
や
田
辺
元
『
哲
学
入
門
」

全

四
巻
（
一
九
四
九
－
五
．
、
、
筑
摩
書
房
）
の
中
に
も
見
出
さ
れ
る
．
．

　

こ
れ
ら
を
承
け
て
本
多
修
郎
『
図
説
哲
学
入
門
』
（
一
九
六
八
、
昭
4
3
、
理

想

社
）
、
『
図
説
現
代
哲
学
入
門
』
二
九
七
〇
、
昭
4
5
、
理
想
社
）
は
、
図
解

を
試
み
て
、
そ
の
完
成
の
域
に
達
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
小
阪
修
平
『
イ
ラ

ス

ト
西
洋
哲
学
史
』
（
一
九
八
四
、
J
I
C
C
出
版
局
）
も
捨
て
が
た
い
．
、

　

し
か
し
仏
教
学
に
お
い
て
、
仏
教
思
想
の
図
表
化
・
図
式
化
・
図
説
化
、
す

　
　
　
　
　
　
法
華
経
に
お
け
る
妙
法
p
∫
（
三
三
［
三
三
三
の
概
人
r
心
作
川
（
〔
・
c
＝
（
三
三
三
一
二
の

構
造
機
能
分

析 な
わ
ち
図
解
は
、
W
・
M
・
マ
ク
ガ
ヴ
ァ
ン
『
大
乗
仏
教
序
説
』
（
ヘ
ミ
さ
合
ら
‘

tio
n
　
t
o
　
M
a
h
a
y
a
．
n
a
　
B
u
d
d
i
i
i
s
m
　
1
九
．
．
．
一
、
昭
5
3
、
大
東
出
版
　
拙
訳

註
）
に
よ
っ
て
、
少
し
く
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
図
表
・
図
式
に
よ
る
説
明
・
解
明
（
日
図
解
）
は
、
論
述
の
文
章
や
内
容
の

意
趣
や
の
誤
読
・
謬
解
を
最
少
限
に
制
止
す
る
機
能
を
も
つ
。
む
し
ろ
適
正
な

ヘ
　
　
へ

図
解
は
文
意
を
如
実
に
伝
達
す
る
可
能
性
が
高
い
。
複
雑
な
概
念
の
構
造
と
他

の

概
念

と
の
関
係
や
機
能
な
ど
を
適
切
（
1
1
内
容
を
S
i
！
q
，
．
　
d
i
s
t
i
n
c
t
に
区
別

を
明
晰
つ
一
8
〔
に
）
に
理
解
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
拙
著
『
華
厳
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
』
（
昭
6
3
、
平
楽
寺
書

店
）
に
お
い
て
少
し
く
、
拙
著
『
法
華
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
』
（
平
1
6
、
平

楽
寺
書
店
）
に
お
い
て
多
少
、
そ
れ
を
試
み
た
。

　
そ

の

結
果
と
し
て
、
思
想
命
題
の
比
較
・
対
照
に
は
図
表
化
が
適
応
す
る
が
、

概
念
作
用
の
分
析
・
総
合
に
は
図
式
化
が
適
合
す
る
、
と
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

よ
っ
て
、
筆
者
は
本
論
に
お
い
て
、
拙
著
『
法
華
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
』

　
〔
伊
藤
一



　
　
　
　
　
　
法
華
文
化
研
究
⌒
第
．
．
卜
九
号
〕

に

お
い
て
明
証
し
え
た
と
こ
ろ
の
、
妙
法
の
概
A
，
心
作
用
の
構
造
構
能
分
析
の
結

果
に
つ
い
て
、
再
度
、
多
く
図
解
（
ー
図
式
的
解
明
）
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
．
，

　
先
ず
拙
著

『
法
華
菩
薩
道
の
基
礎
的
研
究
」
の
中
、
「
第
二
篇
　
法
華
経
の

Sa
ddha
r
m
a
　
S
研
究
、
第
一
章
　
比
較
経
典
学
よ
り
見
た
る
⑦
o
（
三
古
o
「
ヨ
聾

の

三
義
、
一
．
　
法
華
経
に
お
け
る
o
た
（
】
（
三
｝
8
】
’
己
o
、
三
　
法
華
論
に
お
け
る

工
三
〔
三
巳
、
∋
〔
】
」
の
所
論
に
て
明
証
M
J
　
g
　
k
’
　
F
S
a
d
d
h
a
　
r
m
a
　
S
概
念
を
構
成
す

る
諸
属
性
間
の
関
係
」
を
図
表
化
な
い
し
図
式
化
し
て
示
す
と
、
左
の
如
く
に

な
る
。

〔第
一
図
〕
　
S
a
d
d
h
a
r
m
a
　
g
1
i
l
s
w
の
概
念
（
o
o
コ
o
Φ
O
↓
）

　
　
　
　

oo
③

q
α
ゴ
③
「

　
　
　
　
　
　
の

三

名

3
（
修
）
行
法
　
D
8
±
D
③
三
五
訂
「
∋
③

正
法
「
∫
〔
三
〔
三
〔
三
三
一
）

広
大
に
し
て
最
勝
な
る
正
法

〔竺
（
三
了
三
．
＝
三
イ
三
二
三
ニ
ニ
9
三
三
三

の
．
y戎
が

明
確
に
表
．
小
さ
れ
て
い
る
川
例

序
品
第
．

（

＝
三
≡
三
⊥
三
二
・
一
（
法
眼
｝

仏
の
　
説
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　一

仏

の

顕
、
．
小
せ
る

川
プ

＝

z
三
三
ρ
教
）

諸
弟
．
仁
の
勤
行
す

L
九
偶

（

妙
）
法
華

⌒

三
’
二
三
乙
三
｝
も

の

自
性
）
　
　
　
　
　
　
　
一

三
つ
三
／
了
三
二
も
の

る
三
）
三
’
、
γ
，
三
）

＼
p
，
一
掲
ノ
　
　
　
　
f

〔

正
）
経
典

の

（
妙
〔
諸
法
実
相
義

（
妙
）
欠

へ
き
も
の

（
第
．
例
）

一

〔
正
）
自
然
之
誼

（

正
｝
諸
経
法
教

方
便
品
第
一
．

（

＝
三
二
二
叩
＝
三
二
－
一
⌒
法
眼
）

常
に
安
住
す
る
も

吻

三
ニ
ニ
’
｛
三
〔
二
＾
三
三
．
三
コ
［
三

仏

の

知
る
（
’
1
三
＝

ゆ
〔
∴
三
γ
・
三
三
二
乗
）

仏

の

顕

説

す

る

　
　
　
　
f
〔
第
．
．
例
）

の　〔
工
二
二
ζ
’
　
三
つ
ゾ
ニ
y
三
一
三

ゾご
笥
三
ゴ
三
三
∫
♂
・
三
・
二
　
（
諸
法
の
本
性
と
し
て
常
に
明
一

と
こ
ろ

浄
な
る
こ
と
〕
　
　
　
　
　
一

（
妙
）
法
門

（
妙
）
法
常
無
性
〔
仏
種
従
縁

［

妙
）
　
乗

起
）

（
正
）
法
門
、
所
講
説
、
正
教

（
＿
＿
）
諸
法
本
浄
⌒
常
行
自
然
）

（

正
「
教
．
乗
之
誼



法

華
経
に
お
け
る
妙
法
～

の

概

念
作
用

の

構
造
機
能
分
析
へ
芦
“
讐

授

仏
の
説
く
（
戸
三
‘
コ
ー
ン
三
．
）
も
の

ぽ
言
口
｛
三
（
智
）
（
妙
［
仏
智
慧
、
等
正
覚

仏

の
三
、
三
［
［
三
も
の

ご
三
〔
三
〇
－
雪
工
‥
三
＾
一
（
仏
の
教
）
（
正
）
仏
法
教

菩
薩
の
荘
厳
せ
し
め
る
べ
き
（
F
二
三
‘
ぜ
ξ
三
；
｝
．
三
．
ぺ
こ
〔
　
常
行
精
進
す
る
べ
き
）
も
の

授
記

引
二

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

妙
）
仏
道
（
正
）
経
法

一

三
二
一
－
一
）
三
＝
二
　
（
無
上
の
止
口
提
）
へ
妙
〕
成
仏
？
（
正
）
人
尊
道

∫

二巳p
三
ジ
、
＝
巴
工
三
三
〔
妙
）
仏
智
慧
〔
正
）
仏
教

化

城

③
ン
・
三
三
（
経
）
1
（
妙
）
経
〔
正
）
経
典

仏

の

説

三

5
三
も
の

ゆ
ご

仏

がて

聴

ゾ

ニ
芸
［
｝
三
之
巳
巴
工
↑
三
｝
［
（
善
逝
の
教
）
（
妙
）
大
乗
経
（
正
）
安
住
教

従
地
涌
出
品
第
十
五
　
一
、
五
掲
（
第
六
例
）

躬
〔
≡
l
l
M
l
l
；
1
　
C
法
）
1
（
妙
）
法
（
正
）
経

仏

の

ご二
＾
一
三
（
菩
提
）
〔
妙
）
仏
法
　
正
）
仏
道

仏

の

る
三
Z
三
二
三
｝
と
こ
ろ

求
め
（
之
、
「
⊆
〔
↓
受
持
者
（
（
三
ヨ
．
三
£
）
に
よ
っ
て
保
た
れ
る
べ
き
も
の

随
喜
功
徳
品
第
十
八
　
一
呵
掲
　
　
　
　
　
　
I
　
f
　
一
L
局
　
　
　
f
（
第
L
例
）

噛
ゾ
三
三
（
経
）
（
妙
）
法
華
経
（
正
）
経

聴

聴

引
巴
二
《
三
τ
二
’
三
（
一
（
白
浄
な
ー
　
る
業
）
（
妙
）
修
行
へ
正
）
清
浄
教
講
清
浄
法

修
さ
れ
る
ニ
ニ
、
〔
三
（
べ
き
）
も
の



去
華
文
化
研
究
（
第
、
．
．
卜
五
号
　

四

語
が
共
に
正
法
な
い
し
法
華
経
を
別
称
す
る
と
は
断
定
し
が
た
い
が
、

そ
の
．
．
．
義
に
相
当
す
る
も
の
が
次
第
し
て
表
．
小
さ
れ
て
い
る
用
例

化

城

喩
品
第
L

・

剛
ニ
コ

コ
＝

二

巴
丁
＾
三
　
（
勝
者
の

61

万

：
け
五
ー
．
触
二
三
へ
三
三
三
三
，
〔
一
コ
ヲ

一
．

一．

偶

音
声
）

三
く
二
　
（
最
上
に
し
て
吉
祥

一
四
偶

な
る
無
漏
の
道
）

二
4
3
．
八
例
）

（
妙
）
仏
名

（
妙
）
帰
命
無
ヒ
尊
？

（
妙
）
最
ヒ
安
1
3
無
漏
道

〔

正
）
諸
仏
音
声

（
正
）
敗
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
5

〔

正
）
其
道
最
上
無
有
衆
漏

化
城
喩
品
第
し

－
」
を
説
（
で
二
）
u
　
l

二

元
】
、
｝
［
‘
三
》
（
＝
二
　
〔
無
上
の
菩
提
）

一

こ
の
§
山
を
恐

九
一
掲

（
妙
）
法
華
経

丁
‥
’
こ
　
い
て
2
に

（
妙
一
仏
道

（
妙
）
欠

怖
す

る
こ
と
な
か

（第
九
例
）

（
正
）
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
r

導
く
〔
’
三
）

〔

正
）
仏
尊
道

〔

正
二
随
其
）
本
性

れ
一
と
あ
る

常
．
不
軽
品
第
．
．
十

川
ξ
［
三
へ
経
）

丁
二
＾
一
三
〔
菩
提
）

ゆ
に

よ
っ
て
な
さ

之

③
か

そ
の
た
め
に

五
掲

れ
る
教
化
（
二
三
・

師
の
教
）

顕

説

さ
れ
る

六
偶

〔
妙
）
経

（
妙
）
仏
道

三
コ
（
∴
［
三
の
目
標

〔
三
’
‥
〔
言
こ
ご
）
も

Lし
i

へ

正
）
経
典

（
正
）
道
慧

と
す
る
と
こ
ろ

の

八

偶

（

第
二
例
）

1
を
説
く
こ
と
か
2
を
．
小
す
こ
と
で
あ
り
3
を
説
く
こ
と
で
あ
る
と
説
い
て
ー
2
　
3
を
、
小
す
特
例

序
品
牌
2
5
一

噛
一
）
三
・
γ
3
ぶ
＝
三
・
二
　
　
　
　
一

⌒
無
ヒ
の
一
⑥
を
説
く
　
〔
’
ご
U
　
　
　
　
　
　
　
　
｜

巾
（
＝
三
≡
三
－
、
ー
・
二
［
）
｝
5
三
7
三
＝
．
‘

菩
提
を
求
め
て
発

－
几
L
偶

へ
三
乙
　
こ
と
が
m

（

ご
．
コ
一
法
の
自
性
の
印
　
法

（
無
辺
の
法
雨
）

趣
す

る
も
の
を
満

九
．
八
偶

を
説
く
二
三
丁

そ

の

も
の
の
は
た
ら
去
こ

足
さ
せ
る
も
の

九
九
掲

（
妙
）
法
華
経

二

三
　
こ
と
で
あ
り

（
妙
）
実
相
義

（妙
）
法
．
雨

（特
例
一
）

（
正
）
正
法
華
典

・

川

（
正
」
経
法
自
然
之
教
諸
懐
道

（
正
）
法
．
雨
柔
軟
法
教

で

も
あ
る

意



方
便
品
第
．
．

⑥
【｝三
5
王
二
三
ぎ
（
’
如
来
性
）

山
〔
言
〒
ヨ
［
三
二
乗
）

＝
卜
二
偶

対
応
シ
ナ
訳
語
欠

q
を
．
小
す
こ
と
で

（
特
例
，
．
）

あ
り
ぴ
を
説
く
こ
　
　
　
ー

（
妙
）
仏
種
〔
従
縁
起
）

と
で
あ
る

（

止
）
欠

薬
草
喩
品
第
五

81

内
三
三
；
二
．
｛
二
H
已
〔
三
言
声
L
》
（
ズ
一
1
1

巾
二

長
「
ニ
ー
〉
・
竺
三
三
（
無
上
な
る

六
一
偶
（
特
例
．
一
．
）

（妙
）
欠
（
正
）
寂
正
法

三

（

妙
）
欠
（
正
）
無
上
仏
覚
智

乗
）
（
妙
）
欠
（
正
〉
最
勝
乗

（
結
　
論
）

無
上

の

あ
る

仏

の

立H
声
た
る
無
異
語
に
よ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

‘

証

I

l
I

‘
．

‘

1

ー

‘

l

ー
1

‘

I

I

3
（
修
）
行
法
と
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
べ
き
白
浄
な
る
業
、
　
る
一
乗
と
し
て
の
法
で
あ
る

仏
にな
わ
ち
無
漏
の
道
で
あ

法
華
論
　
釈
方
便
品

妙
法
（
　
諸
仏
智
註
、
ご

の

功
徳
（
　
甚
深
）

歎
妙
法
功
徳
分

阿
含
甚
深
　
無
辰
な
る
智
慧
の
門

因
縁
の
法

‘
証
甚
深
　
阿
褥
菩
提
（
　
証
法
）

，

I
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〔第六図｛2｝〕ハ）　方便品長行IF7’．．　p．32，1．8－p．33．　Ll．

　　　　　　　　　　uP員ya－kauSalya－jfiana－dai’．gana－dharma－deSanA

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　
　
｜

　　　　　　　　　　　buddha－jfiana　（－darSana）

　　　　　　　　　　　galnbhira＿dharma＿abhisanpbuddha

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
！

samdha－bh百sva

〔1ul、x．ij．亘（1＞『≒｝
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l

tath員gatasya－dh．（＝ganlbhira　tath亘gata－dh．）．

eka　vin〕ukti

bh亘sitasv合rtha

agra－dharm百1ユa　l〕h面ta　artha

（釈迦仏言）

　　　　　［

一・…
　有＾1折．言‘説，意趣

〔第六図③・c4）〕二）　方便品長行il’T．．　p．36．〃22－23．重頒23偶Il’T．．　p．33．〃．5．－6．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　antarko’tark呂va（・aras　tathagata－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vijfteyab．．．　saddharlnab

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sarvajnata－pai’yavasAna　buddha－
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vividhair　Upaya－kauSalya～n・　　　　　　dharInalP　d（zSayAnni

　　dhai’mah　san〕prak百Sitah
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kriy百lp　tath巨9atasya　buddha－y［］na－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sam5d員pann1P

　　　　　samdha－bh5sva

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．tatl1［igata－jfla［〕a－daFSana－［n亘1’gA一

　　　　　⑩：bgd．hya　　　　．　　、・atA，anam，，a、、、tt、禰m、lh。，．

　　　　　・晦1・・9・1．…dh．ci…　　　！nal已itavし’ntah

　　　　　・imitta－・al1畑・’iha　　　、addha，mal，迦t。，　t，lpi、a，v，I
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　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　agra－dhaザma

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　saddharma〔＝Fahsva）

　　　　　　　　　　　　　　↓・

　　　　　　　　　　uPAya－kauSalyena　tad　evδlkarp　buddha－Yanarrl

　　　　　　　　triv烈na＿nirdeSena　nirdiSanti

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

（釈迦仏言）……随宜説法意趣



〔第六図51・116’）〕ホ） ノ」’f吏【～111頂自’i144　・　145f易
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〔第六図8リ　ト）　讐喩品重頚：36・3二偶

　　　　　　　　　　　　　　　　ll’7、．．　P，68，、〃，3－10．

　　　　　　　　5arηdha－11h蕊sya

　　　．　al1しltt《ll・（．177．｛｜1〕；ll9！コ】と〕＿〔・・と11｛1－a

◆　avam　idrs（．）　dhと．u・n）ah

．　、・v亘1｛1、t之ユ

●　bUd〔．lha－i）O（llli　anut［ar口

〔第六図ワ1〕へ）　1］亨喩品長行寓｛解段

　　　　　　　　　　　　　　　　1ザT．、P．59、／i．・1－．21．

　　　　　　　　　　samdha－bh亘sva
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〔第六図｛111〕ヌ） 法師品長行

｜ザ71’．、p．202、／／．23－27．

idam　dharma－llO．］：亘’a

pal亘lna－sarndh目一bh亘Sita－vivaral〕a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
l

　anuttara　samYak－sambodhi

parini§patti

up烈ya－kau．galyena　tad　evξTlkani　buddha－yanarn

trivAna－nlr〔leSe［1とl　Ilit・（lisとll〕ti

（釈迦仏、川　　・開方便門示真実相

〔第六pa13）］ヲ） 安楽行品長行
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I

upAya－kauSaly（・na　tad　evぼlkam　buddha－yanam

trivAna＿niFdeS（・na　nirdiganti

sarpdhd－bhasita
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〔第七図川〕ワ）　如来寿量品il’T．，p．265，1，1－p278．／．21．分別功徳品36偶IIT．，〃．9－10．

Saddharma．（＝bh口ta－dh．＝jyeStha－dh．）

‘一・
色

山一・香

　一・味

〔varl）a）なる修行法（pratipatti－dh．）＝（自在神力、TSabhit□）3　　　．

（gandha）なる証法（prApti－dh．）＝　（秘要之蔵vahasya）　2　　　．．一一一一「一丁

（rasa）なる教法（pravacana－dh．）＝（甚深之事gambhira－sthAna）1一

一
を所具（samppanna）とする大良薬（mah百一bhai．t；aj），’a）

：Samdha－bh5sva

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　samdhS二bhut．含rtha　　　．ミ　　　　　　　　　　　bh百s、－a．．　upiiya－kaugtilya

　　　　　　　　　　　　　　　如来寿量（tathaght’Ayu§－pram巨1〕a）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Il

　　　　　　　　　　　　　　　　不可思議なる寿命（ayur　acintya）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　

　
l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　bhagavat　S5kya－muni　tath烈gata

　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　　（不生不滅の）本地仏　　　　　ミ　　　　　　　　生滅の垂迩仏

　　　　　久遠実成・（寿命今猶未尽）　　　　1　　　　　　　伽耶近成・人於川繋

実成仏L1来久遠〔cii’Abhisambuddha）・　　　　得仏末久〔acirAbhisalnbllddha）・“1人

今非実滅度（aparhlir・・亘yam亘1〕a）　　　　　　浬築（1〕arinir・・il　1．1　a）

　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　
　
1

寿命は不“∫敏C．aPvame｝－a）　　　　　　　　　　　　　　寿命はtiF・tll（1）1’tlmC，y［1）

すなわち寿命無最（apa］・illlit＋氾Yu5－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（我本1j二．菩1嫌道｝所｝茂）　寿命今∫酋未∫べ
Pram頁ロa）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（adyApi＿亘yuS－Prarnaり｝UII　api

常住不滅Csada　sthita　aparillir、・1・ta）　　ミ　　　aparipロ1・1ユam）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　如来の所作（kriyA）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－eka＿kArva

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　

而実不滅度常住此説法（1／ac・Api　　　　　　　為度衆ノ1救ノ∫便現川繋（一“1人川盤なと’

mr噸m、・ahu　taSmi　kale　ih£lva　　　　　　　と方便説法して川繋地を示現する）

CO　dharlnU　pal・ik烈§ay亘lnD　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（nirV51ユa－bhUlnilPピtlPadaFSay亘n）i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　
　
l
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．
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；
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；
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二
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無
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正
等
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領
受
し
て
受
持
し
読
語
し
説

示
し
顕
説
し
一
切
の
衆
生
に
聴
聞
せ
し
め
る
ー
…
．
．
‘

〔
信
を
も
っ
て
）
来
集
せ
る
善
男
子
善
女
人
等
に
こ
の
法

門
（
　
此
の
法
華
経
）
を
聴
聞
せ
し
め
る
．
．
．
‘
．
　
－
　
t
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門
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信
痴
．
も
た
な
陵
生
。
と
口
は
‘
■
⊥

こ
の
（
妙
法
蓮
華
と
名
づ
け
る
）
法
門

け
る
如
来
の
余
の
深
法
一
実
権
．
、
法
）

（
　
法

〔
に

お

信
を
も
た
な
い
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｛
三
竺
三
三
）
諸
衆
生
を
し
て
は
こ
の

法

門
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如
来
の
余
の
深
法
　
実
権
．
、
法
）
に
お
い
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勧
発
せ
し
め
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n
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y
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t
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．
r
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諸
如
来
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．
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妙
法
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受
持
に
着
目
す
る
と
、
こ
の
［
第
卜
図
〕
よ
り
し
て
、
諸
品
に
説
示

さ
れ
る
法
師
行
も
菩
薩
行
の
特
相
も
、
常
不
軽
菩
薩
の
行
相
な
ど
を
媒
介
と
し

て
、
上
行
等
（
の
四
菩
薩
）
を
上
首
と
す
る
地
涌
の
菩
薩
の
行
相
に
照
合
し
て
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そ

れ
に

収
束
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
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妙
法
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概
念
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用
を
解
析
し
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す
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あ
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。
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法
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と
が
で
き
よ
う
。
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瞭
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華
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史
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し
か
し
同
著
の
中
、
法
華
経
と
妙
法
と
諸
品
と
の
関
係
構
造
を
簡
潔
に
明
、
不

す

る
法
華
経
原
典
（
の
）
分
析
　
（
判
断
プ
ラ
ス
）
総
合
（
判
断
に
よ
る
）
解
明

図

（
こ
れ
は
『
坂
輪
宣
敬
博
十
古
稀
記
念
論
文
集
・
仏
教
文
化
の
諸
相
」
所
収

の

拙
論
「
法
華
経
成
立
研
究
要
論
．
　
定
期
間
段
階
集
成
説
　
．
」
に
お
い
て

再
治
し
た
）
を
摘
出
し
、
拙
論
「
法
華
経
集
成
の
根
本
原
理
（
は
仏
教
思
想
の

根
本
思
想
な
り
）
」
（
『
法
華
文
化
研
究
』
第
三
四
号
所
収
）
の
結
論
を
も
っ
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修
正
す
る
と
、
左
の
如
く
な
る
．
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こ
の
〔
第
十
一
図
〕
に
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っ
て
、
法
華
経
の
内
相
を
理
解
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洞
察
す
る
こ
と

が

で
き
ょ
う
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こ
れ
は
、
本
論
で
明
示
し
た
〔
第
一
図
］
乃
至
〔
第
十
図
〕
の
本
質
的
属
性

と
し
て
の
種
々
の
部
分
が
、
一
定
の
原
理
（
1
1
生
滅
の
道
理
・
妙
法
の
二
意
三

義
）
に
よ
っ
て
、
必
然
的
関
係
を
も
っ
て
総
合
し
て
出
来
た
、
い
わ
ゆ
る
有
機

的
な
（
知
識
の
簡
明
に
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て
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本
的
な
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造
機
能
の
）
体
系
で
あ
る
、
と
も
云

え
よ
う
。

法
華
経
に
お
け
る
妙
法
二
三
三
ご
二
．
＝
三
｝
の
概
人
，
心
伯
l
f
　
C
C
O
］
（
・
E
i
l
）
＝
（
二
［
〕
の
構
造
機
能
分
析
　
c
伊
藤
）

二

五



法
華
文
化
研
究
二
2
3
．
．
．
ト
五
”
ど

ノ、

〔
第
十
二
図
〕
法
華
経
原
典
構
造
機
能
分
析
総
舎
解
明

［ヒ
ロ
巴
対
相
依
の
関
係
一

［法
華
経
と
妙
怯
の
関
係
，

Jう

a
ddha
r
m
a
も
ξ
d
a
r
i
k
a
　
i
u
－
i
n
l
：
＝
＝
三
、
］
l
l
：
1
．
＝
；
）
V
Y
：
1
．
V
l
l
ン
［
a
l
i
n
二
＝
三
≡
）
a
　
．
s
“
d
d
l
u
L
i
・
m
n
）
．
n
i
t
’
C
I
C
i
S
”
t
）

二
｝
三
ご
i
　
d
h
m
’
m
f
i
－
p
：
u
’
y
t
i
）
，
a
－
‘
S
a
　
r
p
d
h
⑳
－
b
h
㎝
＄
i
t
a
　
（
＝
　
e
k
a
y
a
n
a
）
－
n
i
r
d
e
S
a
よ
＝
m
1
．
M
：
l
－
1
三
一
・
ら
O
プ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
T
a
t
h
a
g
a
t
’
a
y
u
。
－
p
r
a
m
a
r
p
a
（
＝
s
a
え
ゴ
a
－
b
h
a
s
y
a
）
－
n
i
r
d
e
S
a
－
d
］
l
i
n
’
I
1
1
；
1
－
I
）
t
L
l
’
〉
・
l
－
1
）
’
t
l

（法
華
経
原
典
分
析
総息明
図
）
。
く
⊃
．
ゴ
Φ
S
e
　
（
：
l
l
l
：
l
l
Y
i
（
・
i
u
d
g
’
m
e
，
．
妾
三
V
l
1
（
・
三
嬬
。
だ
ゼ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
M
°
」
人
ー
白
ボ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
口

方
便
品
第
6
8
（
行
道
）
p
a
　
e
v
m
p
　
（
’
a
　
b
h
；
’
l
s
A
m
Y
　
i
l
l
l
u
　
n
i
t
y
a
－
n
i
r
v
r
t
a
，
　
a
d
i
－
p
r
a
S
a
n
t
a
　
i
m
i
　
s
i
l
r
v
”

剛
…
u
n
t
．
i
a
I
三
ミ
、
へ
二
’
三
〔
；
）

ロco

rc
M山
u
r
｛
o
p
g
e
　
a
i
t
i
c
’
c
’
a
　
v
a
t
；
i
　
s
i
三
ら
｝
l
t
u
’
a
ε
）
p
a
d
a
－

於

　
～
r
a
y
n
－
d
h
a
m
m
i
n
o
，
L
I
I
）
l
）
叩
l
j
j
i
t
V
i
l
　
I
l
i
t
’
F
三
ご
三
三
’

㎜
　
t
っ
s
．
　
a
m
　
v
a
p
a
s
a
m
o
　
s
u
π
h
o
．
t
t

　
　
（
1
）
t
g
、
s
へ
こ
l
l
’
l
f
ヘ
ミ
〔
i
’
　
I
l
，
　
p
°
一
口
ご
　
　
　
a
一

c
［l）三
．
三
三
t
’
　
（
t
三
7
之
ヨ

縁
起
法
頒
　
く
つ
（
l
b
：

千ξ
i
d
a
i
t
！
　
t
e
．
v
f
l
i
l

ahga＝Superord
　　1

三
二
三
［
｝
三
9
三
ニ
ニ
l
d
（
＝
1
；
1
．
P
t
l
t
i
．
t
）
．
；
1
1
1
A
g
’
i
L
t
v
　
’
d
h
v
；
三
三
i
”
　
b
h
a
v
i
；
　
y
n
二
三

二
V
＝
l
i
i
　
l
l
e
t
t
i
－
p
r
a
b
h
a
t
’
i
t
ゴ
Φ
完
｛
＾
・
竺
三
三

1
　
Y
こ
ミ
ミ
ミ
h
n
．
　
e
v
a
i
p
‘
v
F
l
d
i
≡
二
三
「
三

　　Saddharma－1

PUI〕darika一さUtra

（妙法蓮華経）

　　　　　　　　　ll

Samdh♂－bh5sya－nirdega

〔随宜所説意趣の説示ノ

　　　　　1！

●tathagat’吾yu§一

　　　　pramaoa
　　　　　－　ll

sadE　sthita　apari＝

nirvrta　｛，「；IS’fヒイミf威）

　　　　ll

▲eka－yan

　　〔一乗）

　　　　11

　sarvajhata－

　paryavaSana

統
合
の
観
点
よ
り
批
判
に

よ
る
先
天
的
（
論
理
的

数
学
的
）
総
合
〔
　
実
証

的
経
験
的
）
　
判
断

（s
y
n
the
tis
＾
．
h
e
s
　
L
’
i
．
t
e
＝

tl　
I
］
1
’
i
O
l
’
i
）
を
基
本
と
す

る
分
析
即
総
合
〔
　
創
造
）

的
解
明
研
究
（
の
段
階
）

一
　　（－bh亘ごs「a

　　　　　　　　l‘

ど〆∫）πξノa・A’Ctit．S‘altノ〔i

　　　　　　　　．‘

｛ダ畑η（↓－ni］’dc・s－（い

■sarpdhaya　）’al！l　bhEi．t｝itu

一
anusarPdhi　s〔］trana

一
s〔ヨtr目na．．bh〔jtartha

寿
量
品
第
3
（
常
住
此
処
）
偏
　
、
ミ
こ
ミ
ミ

ミ
ミ
ミ
ペ
ミ
〔
．
．
ミ
ミ
、
へ
こ
乞
ミ
ミ
ミ
ニ
．
三
［
γ
，
三
．
t
h
n

　
〔
1
t
t
v
i
i
n
＾
ニ
ミ
～
ミ
ミ
l
　
u
P
i
i
y
ミ
m
，
’
n
a
　
c
a
p
i
　
n
i
r
v
a
m
之
、

a
hu
　
t
a
s
m
i
　
k
鋤
一
e
i
h
a
A
i
v
a
　
c
o
　
d
h
a
r
m
u

pra
k
鋤
⑩a
之
⑳
ゴ
コ
ぐ
＼
二
、
＼
、

　・色・vaFIユa　Iなるfl刻f法〔Pranl）tlttl－（lh．一自在神力

　　「1『1’1；a1）hita　1，

一一
・ 香・9andhaノなる、il［法「1）］・⑪tl－dh．1一秘要之蔵

　　「ザahasきa）．

　一。味噴1、a〕なる教法‘Pravacana－dh．’二甚深之事

　　［9ambhim－＼dl5na．

一
をgUI〕dとして具足するぺampann：1すなわち所

　　具として総持する汰良薬‘mah亘一bhai5alき・a・なる

　　妙法！Saddhamコa‘一所有之法（hUfldha－dhai・ma，、

縁起法・＝生滅の道理頒‘一法身掲1に依る

・

1
定

期
間
段
階
集
成
（
‖
収
集
・
制
作
・
編
成
）
の
構
造
機
能
根
本
原
理

　

　
　

妙
法

中
最
L
如
白
蓮
華
　
へ
　
於
妙
法
中
最
為
第
一
二
　
卜
喩
称
揚

　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム

普妙陀観妙薬1嘱如常法随分如従安勧提見法授i，1化授薬信1；！方庁

繍1；溺檀…剛楽婆宝認一
li鱗隅灘霊了『㌢ll喩∵喩便
品品品【tl【’1品品1品品．品品品，1【II‘品品品品t7－i】品品品品【lltTl　L’1【1品Il［【iUWI　I品．tlltl

翻第獺盤．薪聯籠．莞竃舗舗蕾轡轡㌘蔀
　　　　一・一［一一一一三＝＝＝＝＝＝　　　　一

UI〕をu）ga

　＝SubOrdillate　conぐept

釈
名
n
i
r
u
k
t
i
｝


